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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜

No.164 �   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

平
成
27
年
度
　
定
時
社
員
総
会
　
会
長
挨
拶

�

公
益
社
団
法
人 

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会　
　

�
 

会　

長　

堰せ
き 

八は
ち

　
義 

博

定
時
社
員
総
会
に
当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
時
節
柄
大
変
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
臨
席
を
賜
り
ま

し
た
御
来
賓
の
方
々
に
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
何
か
と
お
忙
し
い
こ
の
時
期

に
、
全
道
各
地
か
ら
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
交
通
安
全
運
動
に
熱
心

に
取
り
組
ま
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
委
員
会
は
、
交
通
事
故
の
な
い
平
和
で
明
る
い
郷
土
北
海
道
を
築
く
た

め
、
会
員
で
あ
る
道
内
市
町
村
や
、
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
方
と
、
連
携

を
深
め
な
が
ら
、
交
通
安
全
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

さ
て
、
平
成
26
年
の
北
海
道
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、
１
６
９
人
と
、

８
８
９
人
に
達
し
た
昭
和
46
年
の
５
分
の
１
ま
で
減
少
し
た
と
は
い
え
、
未

だ
に
た
く
さ
ん
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
の
約
半
数
を
占
め
る
高
齢
者
の
事
故
防

止
対
策
や
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
課
題

も
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
に
お
い
て
も
適
切
に
対
応
し
、
悲
惨
な

交
通
事
故
を
一
件
で
も
減
ら
す
よ
う
一
層
努
め
て
参
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
海
道
交
通

安
全
総
合
対
策
本
部
が
策
定
し
た
推
進
方
針
に
基
づ
き
、
道
や
市
町
村
を
は

じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
密
に
し
、
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
効

果
的
な
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
、
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
遺
児
育
英
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
修
学
意
欲
の
あ
る
交
通

遺
児
等
の
皆
さ
ん
が
、
経
済
的
理
由
で
そ
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
引
き
続
き
、
し
っ
か
り
と
支
援
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
、
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
開
会
に
当
た
っ
て
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平
成
27
年
度
定
時
社
員
総
会

平
成
27
年
度
定
時
社
員
総
会
が
６
月
４

日
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
開
か

れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
交
通
事
故
に
よ
り
尊

い
命
を
失
わ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

堰
八
義
博
会
長
の
挨
拶
の
後
、
荒
川
裕

生
道
副
知
事
、
安
藤
邦
夫
道
議
会
環
境
生

活
委
員
長
、
中
榮
高
広
道
警
本
部
交
通
部

長
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
御
来

賓
の
山
本
広
海
道
教
育
庁
教
育
部
長
を
ご

紹
介
し
ま
し
た
。

次
に
、
渡
邉
修
道
交
通
安
全
指
導
員
連

絡
協
議
会
会
長
を
議
長
に
選
任
し
、
議
事

で
は
、
報
告
事
項
１
件
の
説
明
の
あ
と
、

決
議
事
項
１
件
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

平
成
27
年
度
事
業
計
画（
概
要
）

Ⅰ　

事
業
計
画
の
概
要

平
成
27
年
の
交
通
安
全
運
動
に
お
い
て
は
、

北
海
道
交
通
安
全
総
合
対
策
本
部
が
策
定
し
た

「
平
成
27
年
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
の
推
進
方

針
」
で
、
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・

交
通
事
故
〜
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北
海
道

〜
」
の
も
と
に
、
通
年
運
動
の
「
高
齢
者
事
故
防

止
」、「
飲
酒
運
転
根
絶
」、「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席

着
用
」、「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」、「
自
転
車
走
行
ル

ー
ル
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
」、「
居
眠
り
運
転
防
止
」

及
び
「
デ
イ
・
ラ
イ
ト
実
践
」
の
７
大
セ
ー
フ
テ

ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
引
き
続
き
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

更
に
、
４
期
40
日
の
期
別
運
動
、「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
等
の
交
通
安
全
の
日
運

動
、
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
た
際
に
発
表
さ

れ
る
「
警
報
発
表
時
の
運
動
」
等
に
つ
い
て
、
道

や
市
町
村
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
・
団
体

と
緊
密
に
連
携
し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
効

果
的
な
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
道
民
の
善
意
で
支
え
ら
れ
て
い
る
交

通
遺
児
育
英
事
業
に
つ
い
て
は
、
資
金
の
効
果

的
な
運
用
を
図
り
な
が
ら
、
遺
児
の
勉
学
に
必

要
な
資
金
の
特
例
給
付
金
付
き
無
利
子
貸
付
を

行
う
ほ
か
、
遺
児
を
取
り
巻
く
昨
今
の
厳
し
い

経
済
・
雇
用
状
況
に
鑑
み
、
交
通
遺
児
の
皆
さ
ん

の
修
学
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
、
交
通
安
全
運
動
の
実
践
的
組
織
で
あ

る
地
区
交
通
安
全
推
進
協
議
会
や
北
海
道
交
通

安
全
母
の
会
の
事
務
局
業
務
を
通
じ
、
そ
の
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
効
果
的
な
交
通
安

全
運
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ　

事
業
計
画

第
１　

自
主
交
通
安
全
推
進
事
業�

�

（
公
益
目
的
事
業
１
）

１　

交
通
安
全
意
識
向
上
事
業

（
１
）交
通
安
全
地
域
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー

（
２
）�交
通
安
全
研
修
会
等
へ
の
講
師
の

派
遣

２　

調
査
・
研
究
事
業

（
１
）交
通
安
全
推
進
員
の
設
置

（
２
）デ
イ
・ラ
イ
ト
事
業
の
点
灯
率
調
査

（
３
）交
通
安
全
推
進
員
の
研
修

３　

広
報
事
業

（
１
）交
通
安
全
総
決
起
大
会
の
開
催

（
２
）新
聞
紙
面
を
活
用
し
た
広
報
活
動

（
３
）広
報
啓
発
活
動
支
援
事
業

（
４
）交
通
安
全
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
啓
発

４　

表
彰
事
業（
交
通
安
全
の
顕
彰
）

（
１
）ゼ
ロ
運
動
顕
彰

（
２
）指
導
員
・
奉
仕
員
表
彰

（
３
）母
の
会
会
員
表
彰

（
４
）一
般
表
彰

（
５
）業
務
貢
献
表
彰

第
２　

交
通
安
全
活
動
支
援
事
業�

�

（
公
益
目
的
事
業
２
）

１　

交
通
安
全
啓
発
支
援
事
業

（
１
）広
報
啓
発
活
動
支
援
事
業

（
２
）デ
イ
・
ラ
イ
ト
運
動
推
進
事
業

（
３
）�自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
事
業
・

交
差
点
の
交
通
事
故
防
止
事
業

（
４
）期
別
運
動

（
５
）交
通
安
全
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

（
６
）交
通
安
全
啓
発
活
動
事
業

（
７
）幼
児
の
事
故
防
止
事
業

（
８
）市
町
村
広
報
活
動
の
支
援
事
業

２　

交
通
安
全
運
動
の
展
開�

�

（
関
係
機
関
等
と
の
連
携
事
業
）

（
１
）シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用

（
２
）ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
動

（
３
）飲
酒
運
転
根
絶
運
動

（
４
）居
眠
り
運
転
防
止

（
５
）交
通
安
全
の
日
等
の
運
動

（
６
）特
別
対
策

３　

交
通
事
故
防
止
支
援
事
業

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
事
業

第
３　

交
通
遺
児
育
英
事
業�

�

（
公
益
目
的
事
業
３
）

１　

交
通
遺
児
就
学
助
成
事
業

（
１
）資
金
造
成
事
業

（
２
）奨
学
金
募
集
等
事
業

（
３
）広
報
啓
発
活
動
事
業

（
４
）称
賛
事
業

（
５
）奨
学
金
返
還
未
納
者
調
査

2　

特
例
奨
学
金（
給
付
金
付
き
）制
度�

�

（
平
成
25
年
４
月
１
日
導
入
）

（
１
）�貸
付
を
受
け
た
奨
学
金
の
70
％
返

還
時
、残
り
30
％
を
本
委
員
会
か

ら
給
付
し
返
還
を
完
了
し
ま
す
。

（
２
）�返
還
期
間
は
、最
長
65
歳
に
達
す

る
月
ま
で
と
し
ま
す
。（
最
短
10
年
）

（
３
）�月
返
還
額
は
、原
則
５
，０
０
０
円

以
上
と
し
ま
す
。（
特
殊
事
情
が
あ

る
場
合
に
は
、協
議
し
ま
す
）

３　

作
文
募
集
事
業

第
４　

交
通
安
全
推
進
団
体
交
付
金
事
業�

�

（
そ
の
他
事
業
）

１　

地
区
活
動
の
充
実

２　

地
区
交
通
安
全
独
自
活
動
へ
の
支
援

３　

母
親
交
通
安
全
活
動
の
強
化

第
５　

管
理
事
業（
法
人
会
計
）

毎月 15 日は「道民交通安全の日」
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新
入
学（
園
）期
の 

�

安
全
旬
間
に
伴
う
街
頭
啓
発

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
実

施
さ
れ
た
「
新
入
学
（
園
）
期
の
安
全
旬

間
」
初
日
に
、
札
幌
市
桑
園
小
学
校
で
、

警
察
官
や
各
関
係
機
関
・
団
体
の
職
員
等

に
よ
り
新
入
学
児
童
と
保
護
者
を
対
象
と

し
た
街
頭
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
10
日
に

は
、
札
幌
市
立
琴
似
小
学
校
で
街
頭
啓
発

活
動
を
実
施
し
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
し
た
。

道
民
交
通
安
全
の
日
街
頭
啓
発

毎
月
15
日
の
「
道
民
交
通
安
全
の
日
」

に
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

北
海
道
で
は
、
昭
和
59
年
か
ら
毎
月
15

日
を
道
民
交
通
安
全
の
日
と
定
め
、
道
民

総
ぐ
る
み
で
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
行

事
に
参
加
す
る
等
、
日
常
の
中
に
交
通
安

全
意
識
が
定
着
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

こ
の
度
の
啓
発
で
は
、
交
通
安
全
対
策

七
者
連
絡
会
議
が
主
体
と
な
り
、
旗
の
波

運
動
等
の
街
頭
啓
発
を
実
施
し
、
道
行
く

人
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

◦
４
月
15
日
・
５
月
15
日
・
６
月
15
日

　

‌�
札
幌
市
中
央
区
北
４
条
西
５
丁
目

　

ア
ス
テ
ィ
45
付
近
交
差
点
及
び
歩
道
上

「
サ
イ
ク
ル・セ
ー
フ
テ
ィ 

�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
出
発
式

４
月
17
日
、
大
通
公
園
で
、
自
転
車
利

用
者
の
交
通
事
故
、
迷
惑
行
為
の
防
止
の

ほ
か
、
交
通
ル
ー
ル
の
周
知
と
マ
ナ
ー
の

向
上
を
図
る
た
め
、
サ
イ
ク
ル
・
セ
ー
フ

テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
自
転

車
安
全
日
「
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
」
街

頭
啓
発
・
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

出
発
式
は
関
係
団
体
の
ほ
か
、
ツ
ー

ル
・
ド
・
北
海
道
協
会
等
に
協
力
い
た
だ

き
、
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
運
転
マ
ナ

ー
等
の
安
全
指
導
や
自
転
車
リ
フ
レ
ク
タ

ー
の
配
布
、
自
転
車
の
安
全
点
検
を
実
施

し
、
自
転
車
利
用
者
の
交
通
安
全
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

自
転
車
安
全
日
街
頭
啓
発

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日
の
「
自
転
車

安
全
日
」
に
、
札
幌
市
内
各
地
で
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
啓
発
で
は
、

交
差
点
等
に
お
い
て
、
警
察
官
や
各
関
係

機
関
・
団
体
の
職
員
等
に
よ
り
歩
道
走
行

そ
の
他
違
法
行
為
を
し
て
い
る
自
転
車
に

対
す
る
指
導
警
告
や
自
転
車
リ
フ
レ
ク
タ

ー
の
取
付
け
及
び
夜
光
反
射
材
の
貼
付
を

実
施
し
、
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
の

防
止
や
交
通
ル
ー
ル
の
周
知
と
マ
ナ
ー
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

◦
５
月
１
日　

ア
リ
オ
札
幌
店
周
辺

◦
５
月
15
日　

ダ
イ
エ
ー
琴
似
店
周
辺

◦
６
月
５
日　

札
幌
駅
北
口
広
場
周
辺

◦
６
月
19
日　

地
下
鉄
真
駒
内
駅
周
辺

早めから　つけるライトで　消える事故
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平
成
27
年
「
安
全
安
心
な 

�

ま
ち
づ
く
り
」
道
民
の
集
い

５
月
11
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
札
幌
で
、

関
係
機
関
・
団
体
等
か
ら
約
４
５
０
名
が

参
加
し
て
平
成
27
年
「
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
」
道
民
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
集
い
は
、
５
月
11
日
か
ら
20
日
ま

で
の
10
日
間
実
施
さ
れ
た
「
春
の
地
域
安

全
運
動
」
と
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
の
一
環
と
し
て
開
催
し
、
主
催
者
・

来
賓
挨
拶
の
後
、
大
通
幼
稚
園
の
園
児
た

ち
が
交
通
安
全
・
防
犯
メ
ー
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
、
次
に
、
岩
手
大
学
准
教
授
の
鈴

木
護
様
か
ら
「
特
殊
詐
欺
に
お
け
る
被
害

者
心
理
と
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ

い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、「
テ
ツ
ａ
ｎ
ｄ
ト
モ
」
様
が

「
特
殊
詐
欺
と
飲
酒
運
転
の
撲
滅
に
向
け

た
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
を
行
い
、
道

民
の
集
い
を
終
了
し
ま
し
た
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間 

�

街
頭
啓
発

５
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10
日
間
、

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て

Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
周
辺
や
す
す
き
の
交
差
点
等

で
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
啓
発
で
は
、
交
通
安
全
対
策
七
者

連
絡
会
議
が
主
体
と
な
り
、
交
通
安
全
の

ぼ
り
旗
等
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
広
報
Ｃ

Ｄ
を
流
し
、
通
過
車
両
や
歩
行
者
に
対
し
、

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日 
�

街
頭
啓
発

５
月
20
日
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
西
門
周
辺

で
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
中
の
「
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
に
、
道
職
員

等
に
よ
る
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

街
頭
啓
発
で
は
、
交
通
安
全
の
ぼ
り
旗
、

手
旗
及
び
横
断
幕
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、

広
報
Ｃ
Ｄ
を
流
し
、
通
過
車
両
や
歩
行
者

に
対
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

外出は　明るい笑顔と　反射材

実施期間 7月11日（土）～7月20日（月）実施期間 7月11日（土）～7月20日（月）

運動の
重点

「全道統一行動日」7月13日（月）セーフティコール

7月20日（月）777）土）（（土（111177月11日（土）～7月20日（月）実施期間 7月11日（土）～7月20日（月）
夏の交通安全運動夏の交通安全運動平

成
27
年

● 子供と高齢者の交通事故防止
● 飲酒運転、居眠りなど観光・レジャー型の交通事故防止
● 自転車・二輪車の交通事故防止
● 全ての座席のシートベルト・チャイルドシートの
　 正しい着用
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ルールむし　しん号むしは　わるいむし

〈寄付金〉� （敬称略）

【交通安全運動支援資金】

■寄付（２口）　

住　所 個人・団体名 金額（円）

5月
札 幌 市 吉野　三郎 255,000 
石 狩 市 北海道丸和桃太郎親睦会 64,676 

【交通遺児育英資金】

■寄付（２口）　

住　所 個　　　人 金額（円）
4月 札 幌 市 植村　泰也 2,000 
5月 小 樽 市 細川　　貢 50,000 

■募金（３口）	 �

住　所 団　体　名 金額（円）
3月 札 幌 市 伊藤組土建株式会社 10,000 

5月
岩見沢市 一般社団法人 空知建設業協会 266,000 
七 飯 町 函館カスタムカー愛好会 22,683 

〈一般募金〉�

■羽根募金（１口）

団　体　名 金額（円）
5月 滝川市交通安全母の会連絡協議会 41,010

■箱募金（１口）

団　体　名 金額（円）
5月 北海信用金庫 白石支店 3,759 

皆様からのご支援、ありがとうございました。

５月15日　一般社団法人 空知建設業協会

4月

1500日▶当麻町

1000日▶沼田町、当別町

  500日▶�赤平市、共和町、新冠町 

江差町、小平町、苫前町 

清里町、広尾町、浦幌町

  200日▶帯広市

5月

3000日▶占冠村

1000日▶下川町、増毛町、美幌町

  700日▶木古内町、更別村

  500日▶北斗市、せたな町、豊頃町

  300日▶夕張市、深川市

6月（予定を含む）

2000日▶上富良野町

1000日▶訓子府町

  700日▶士別市

  500日▶�滝川市、平取町、剣淵町 

紋別市

  300日▶�芦別市

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 交 通 事 故 死 ゼ ロ 運 動 顕 彰 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

占
冠
村　

３
、０
０
０
日
達
成

５
月
10
日
、
占
冠
村
コ
ミ
ュ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
で
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
３
、０
０
０

日
達
成
の
表
彰
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
村
内
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の

日
が
、
平
成
19
年
２
月
21
日
か
ら
始
ま

り
平
成
27
年
５
月
９
日
で
３
、０
０
０

日
を
達
成
し
た
こ
と
を
祝
し
、
本
委
員

会
会
長
か
ら
表
彰
状
と
楯
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
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標
津
町
は
北
海
道
の
最
東
端
、
根
室
振

興
局
管
内
の
中
心
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

本
町
を
中
心
に
ち
ょ
う
ど
両
腕
を
出
す

よ
う
に
、
左
手
に
日
本
最
後
の
秘
境
と
い

わ
れ
る
知
床
半
島
が
、
右
手
に
は
ノ
サ
ッ

プ
岬
を
先
端
と
す
る
根
室
半
島
が
延
び
て

い
ま
す
。
正
面
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
、

洋
上
わ
ず
か
24
㎞
先
に
は
近
く
て
遠
い
島

国
後
島
が
、
そ
の
大
き
な
姿
を
見
せ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
日
本
一
の
砂
嘴
（
海
岸
か
ら
沖

に
出
た
砂
の
陸
地
）
野
付
半
島
が
本
町
を

基
部
と
し
て
延
び
て
い
る
ほ
か
、
背
後
に

広
大
な
牧
場
が
広
が
る
根
釧
原
野
を
擁
す

る
風
光
明
媚
な
地
で
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
連
合
」
に
も
加
盟
し
て
い
る
町
で
す
。

標
津
町
の
面
積
は
、
６
２
４・４
９
㎢
、

人
口
約
５
、６
０
０
人
が
住
む
漁
業
と
農
業

を
基
幹
産
業
と
す
る
一
次
産
業
の
町
で
す
。

特
に
漁
業
で
は
町
名
で
あ
る
「
シ
ベ

ツ
」
の
語
源
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
サ
ケ
の
い

る
と
こ
ろ
、
大
川
、
ま
た
は
本
流
」
を
意

味
し
、
早
く
か
ら
サ
ケ
・
マ
ス
、
ホ
タ
テ

等
の
増
殖
事
業
に
取
り
組
み
、
秋
サ
ケ
の

水
揚
げ
は
日
本
一
を
誇
る
ま
で
に
な
っ
て

い
ま
す
。

交
通
安
全
街
頭
啓
発

標
津
町
は
、
国
道
２
７
２
号
、
２
４
４

号
、
３
３
５
号
線
を
基
軸
に
、
北
は
羅
臼

町
、
南
は
別
海
町
、
中
標
津
町
と
接
し
、

更
に
根
北
峠
を
境
に
斜
里
町
に
も
接
し
て

お
り
非
常
に
車
両
通
行
量
の
多
い
町
で
あ

り
ま
す
。
特
に
輸
送
繁
忙
期
に
は
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
、
冬
期
間
に
は
ス
リ
ッ
プ

衝
突
に
よ
る
交
通
事
故
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
季
節
ご
と
の
交
通
安
全
運

動
期
間
中
は
街
頭
啓
発
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
特
に
秋
鮭
の
輸
送
繁
忙
期
と
な
る
９

月
に
は
交
通
安
全
協
会
が
中
心
と
な
り
町

内
の
団
体
・
企
業
を
は
じ
め
交
通
安
全
指

導
員
、
警
察
機
関
、
そ
し
て
地
元
標
津
高

校
生
も
参
加
し
て
の
１
０
０
名
を
超
え
る

大
人
数
で
の
街
頭
啓
発
を
毎
年
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
通
行
車
両
へ
の
啓
発
物
資
の

配
布
や
旗
波
運
動
で
安
全
運
転
の
呼
び
か

け
を
す
る
と
と
も
に
参
加
者
自
ら
の
事
故

防
止
・
交
通
安
全
の
意
識
の
高
揚
を
目
指

す
と
共
に
、
高
校
生
の
参
加
に
よ
り
次
世

代
の
車
両
運
転
世
代
へ
の
交
通
安
全
啓
発

に
も
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
調
査

毎
月
、
交
通
安
全
対
策
の
一
環
と
し
交

通
量
の
多
い
国
道
２
７
２
号
線
に
て
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
率
調
査
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
調
査
日
は
日
付
を
決
め
ず
、
毎
月

抜
き
打
ち
で
実
施
し
調
査
時
に
は
交
通
安

全
指
導
車
に
よ
る
赤
色
回
転
灯
の
点
灯
を

行
い
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
の
向
上
に

よ
る
死
亡
事
故
の
抑
止
、
ベ
ル
ト
着
用
意

識
を
高
め
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
教
育

毎
年
、
新
入
学
児
童
に
は
反
射
材
の
つ

い
た
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
や
バ
ッ
ク
・
交

通
安
全
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
春
の
新
入
学
期

の
時
期
に
は
交
通
安
全
指
導
員
を
初
め
町

内
会
や
各
団
体
が
街
頭
に
立
ち
元
気
に
通

学
す
る
子
供
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

と
と
も
に
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
等
の
指

導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
教
育
に
お
い
て
は
「
こ
ぐ

ま
ク
ラ
ブ
」
を
中
心
に
街
頭
で
の
信
号
の

見
方
な
ど
の
交
通
安
全
指
導
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
後
も
、
町
内
の
各
組
織
・
団
体
・
企

業
等
の
協
力
・
連
携
を
仰
ぎ
な
が
ら
事
故

の
無
い
安
心
・
安
全
そ
し
て
美
し
い
町
を

目
指
し
て
継
続
し
た
交
通
安
全
運
動
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

思いやり　ゆとりは無事故へ　つづく道

標
津
町

（
根
室
振
興
局
）

目
指
す
は
交
通
事
故
の
無
い
、

安
心・安
全
で
美
し
き
ま
ち
標
津
町
！
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横断は　いくつになっても　右左

地域交通安全実践活動ニュース
道職員などが率先して街頭啓発
� 石狩地区交通安全推進協議会
春の全国交通安全運動最終日の５月20

日（交通事故ゼロを目指す日）に道職員
等による旗の波街頭啓発を行い、通行車
両や歩行者に対し、広く交通安全のルー
ル遵守やマナーの向上を呼びかけた。
当日は天候にも恵まれ、道環境生活部、
石狩振興局、石狩教育局、道警察をはじめ
とする交通安全対策七者連絡会議、中央
警察署等の関係者約100名がのぼり旗や小
旗を手にして道庁赤レンガ庁舎前庭に集
合、佐藤くらし安全局長の挨拶の後、全員
が道庁西側の西七丁目通りに移動した。
約150メートル区間での啓発に通行車

両もスピードを落とすなど啓発効果も顕
著に表れ、参加職員自身も交通安全の大
切さを再認識し、一層の交通事故防止に
努めることを誓い合った。
この他、石狩振興局では、５月12日江

別市国道12号線で江別保健行政室、５月
15日千歳市JR駅前の道道で千歳地域保
健室と札幌建設管理部千歳出張所の各出
先機関職員と合同で同様の趣旨で街頭啓
発を実施した。

交通安全推進員の声

推
進
員
と
し
て
の�

�

日
々
の
思
い

交
通
安
全
推
進
員
と
し
て
働

き
始
め
て
か
ら
は
、
朝
一
番
、

新
聞
に
交
通
事
故
の
記
事
が
載

っ
て
い
な
い
事
を
願
い
な
が
ら

目
を
通
す
の
が
日
課
と
な
り
、

事
故
死
の
記
事
が
無
い
日
は
ホ

ッ
と
し
ま
す
。
ま
た
今
年
の
交

通
死
亡
者
数
と
前
年
同
期
と
の

比
較
に
も
目
を
止
め
一
喜
一
憂

す
る
事
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

胆
振
管
内
で
は
、
前
年
比
３

人
減
の
14
人
と
な
り
過
去
７
年

間
で
２
番
目
の
少
な
さ
で
、

我
々
交
通
安
全
業
務
に
携
わ
る

者
と
し
て
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
も
交
通
に
係

わ
る
関
係
機
関
・
団
体
・
地
域

の
方
々
の
事
故
防
止
に
対
す
る

取
り
組
み
が
あ
れ
ば
こ
そ
だ
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
自
身
車

を
運
転
し
て
い
る
と
、
如
何
に

無
謀
な
運
転
を
す
る
人
が
多
い

か
と
気
付
か
せ
ら
れ
ま
す
。
私

の
車
を
あ
っ
と
い
う
間
に
追
い

越
し
、
ウ
イ
ン
カ
ー
も
点
け
ず

に
進
路
変
更
を
す
る
人
が
多
く
、

な
か
に
は
車
の
間
を
縫
う
よ
う

に
走
る
車
が
い
る
こ
と
で
す
。

私
の
横
で
妻
も
「
そ
ん
な
に
急

い
で
も
時
間
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ

ら
な
い
の
に
ネ
」
と
話
す
と
全

く
そ
の
と
お
り
だ
と
感
じ
ま
す
。

他
県
か
ら
来
た
人
が
「
北
海

道
の
人
は
合
図
も
せ
ず
に
な
ん

て
無
茶
な
運
転
を
す
る
の
だ
ろ

う
、
怖
く
て
車
を
運
転
で
き
な

い
」
と
話
さ
れ
て
い
る
方
も
お

ら
れ
る
そ
う
で
す
。
他
県
か
ら

み
た
ら
運
転
し
や
す
い
広
い
道

路
、
余
裕
を
持
っ
て
運
転
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

今
後
と
も
悲
惨
な
交
通
事
故

が
少
し
で
も
減
る
よ
う
に
、
ガ

ン
バ
リ
た
い
と
思
い
ま
す
。

胆振地区

村井　純一

〝
新
米
で
す
〟ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く�

�

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

交
通
安
全
推
進
員
と
し
て
二

ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。“
新
米
で
す
”
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
仕
事
を
拝
命
し
、
私
自
身

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
が
高

く
な
っ
た
こ
と
を
と
て
も
喜
ん

で
い
ま
す
。
北
海
道
に
お
け
る

事
故
死
者
の
数
が
ど
ん
ど
ん
減

少
し
て
い
る
の
は
、
関
係
機
関

の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力

の
賜
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
交
通
安
全
推
進
員
と

は
ど
ん
な
仕
事
だ
ろ
う
か
と
手

探
り
し
な
が
ら
も
未
だ
よ
く
理

解
で
き
ず
に
時
間
だ
け
が
経
過

し
て
お
り
ま
す
。
聞
く
と
こ
ろ

に
よ
り
ま
す
と
週
二
日
の
勤
務

体
制
に
な
っ
た
の
は
昨
年
よ
り

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
昨
年
か

ら
交
通
安
全
推
進
員
に
な
ら
れ

た
方
も
さ
ぞ
同
じ
体
験
（
週
二

日
で
仕
事
を
理
解
す
る
難
し

さ
）
を
踏
ま
れ
て
き
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
日
報
の
整
理
は
最

初
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

な
の
で
何
と
か
間
違
い
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
デ
イ
・
ラ
イ
ト

調
査
、
貸
出
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
送
受
、
市
町
村
と
の
諸
連
絡

等
の
業
務
も
少
し
は
慣
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
、
出
張

の
講
話
を
二
度
経
験
し
ま
し
た

が
、
本
番
は
“
な
る
よ
う
に
な

る
さ
”
の
精
神
で
の
ぞ
め
る
の

で
す
が
、
準
備
時
間
が
極
端
に

少
な
く
気
持
ち
ば
か
り
が
焦
っ

て
し
ま
う
と
い
う
現
実
に
遭
遇

し
ま
し
た
。

こ
ん
な
二
ヶ
月
間
で
し
た
が
、

今
後
は
交
通
安
全
推
進
員
と
し

て
の
仕
事
の
理
解
を
よ
り
深
め
、

早
く
自
立
で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

上川地区

穴田　幸陽
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オホーツク地区......................... 小清水町

５月11日、国道５号線・八雲自動車学校前で、八雲町交通

安全運動推進委員会を中心に八雲町交通安全協会他４団体と八

雲警察署が連携して「交通事故ゼロを目指す日」をアピールす

るため、「旗の波作戦」を実施しました。関係団体より46名が

参加し、街頭啓発をしました。

石狩地区..................................... 千歳市

豊富町では、春の全国交通安全運動中の５月18日に、天塩
警察署、豊富町、豊富町交通安全指導員等から37名で「SSホ
ワイト作戦」を実施しました。
国道40号線に「のぼり」10本を設置。ぬいぐるみの牛に扮
した北宗谷農協青年部員も参加し、走行車両を停止させ、運転
手、助手席の方々一人一人（約90名）に、牛乳や啓発グッズ
を手渡し、スピードダウン、シートベルト着用をと安全運転の
呼びかけを行いました。

宗谷地区�����������������������������������������������������������豊富町

渡島地区�����������������������������������������������������������八雲町

鶴居村では、例年11月に「鶴居村交通安全村民大会」を開
催しています。
交通事故の無い明るい村づくりに向けて、村民が一体となっ

て交通事故防止に取り組むことを趣旨とし、当日は高齢者や村
内企業の職員、行政職員などが一同に集まります。
警察署職員による講話や交通安全宣言などを通し、参加者の

交通安全意識の向上を図っています。

釧路地区�����������������������������������������������������������鶴居村

年間４期行われている「交通安全週間」の期間中、町内主要道路
交差点に北央道路工業（株）が街頭啓発に立っています。登校中
の児童生徒やスポーツ愛好者たちと「おはようございます」と声を
かけ合ったり、行き交う車や自転車に交通安全の啓蒙を図っています。
沼田町では、地域の町内会やPTA・企業等が交通安全期間中の

毎朝、街頭で交通安全の啓蒙を図っており、行き交う人や車に交通
安全の呼びかけやあいさつ運動を行い、地域の力による安心で安全
なまちづくりを目指し活動を行っています。（写真は、街頭啓発を行
う町内企業の北央道路工業（株））

空知地区�����������������������������������������������������������沼田町


